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中学生における達成目標と数学不安，エンゲージメントの関連

清水優菜（慶應義塾大学）
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問題と目的

（ ）や （ ）の研

究を嚆矢として，これまでに 万以上にわたる数

学不安に関する研究が行われてきた（レビューと

して， 。これま

での数学不安研究では，数学の問題解決や学業成

績との関連は検討されてきたが（メタ分析として，

，動機づけや数学学

習の取り組みとの関連を検討した研究は数少ない。

そこで，本研究では，動機づけとして達成目標 熟

達目標・遂行接近目標・遂行回避目標 ，数学学習

の取り組みとしてエンゲージメント（行動的エン

ゲージメント・感情的エンゲージメント・認知的

エンゲージメント）に焦点を当て，数学不安との

関連を検討する。

方 法

対象者 首都圏にある私立中学校 校に在籍する

中学 年生 人。 
調査内容 ①達成目標（ 項目 ，②数学不安 項

目 ，③エンゲージメント（ 項目）を測定した。

①は田中・藤田（ ，②は （ ，③は

（ ）をもとに

作成し， 件法（ 全くそう思わない〜 とても

そう思う）で回答を求めた。

手続き 調査実施校で承認を得た上で， 年

月中旬に調査を実施した。調査は集団自記式によ

り，数学の授業時間を利用して行われた。

結果と考察

まず，尺度の信頼性を確認したところ，十分な

信頼性が確認された ω 。

次に，達成目標が数学不安に及ぼす影響を明ら

かにするために重回帰分析を行った。その結果，

数学不安に対して熟達目標は負の影響（

， ，β ， ，遂行回

避目標は正の影響（ ， ，β 
， ，遂行接近目標は影響を与えない

ことが示された（ ， ，β
， 。

さらに，達成目標と数学不安がエンゲージメン

トに与える影響を明らかにするために重回帰分析

を行った（ 。その結果，熟達目標は行動

的エンゲージメントと感情的エンゲージメント，

認知的エンゲージメントを高め，数学不安は感情

的エンゲージメントを低下させることが示された。

また，熟達目標と遂行回避目標が数学不安を媒

介して感情的エンゲージメントに及ぼす平均的因

果媒介効果（ ）を

推定した。その結果，感情的エンゲージメントに

対して，熟達目標は正の影響 ，β ，

，遂行回避目標は負の影響を有するこ

とが示された（ ，β ， 。

以上から，中学生の数学学習の取り組みを促す

上で，熟達目標を高めることが重要であることが

示唆された。また，数学学習に対する興味を高め

る上で，数学不安を緩和することが重要であるこ

とも示された。

なお，数学不安の 乗項からエンゲージメント

に対する影響は認められなかった。つまり，エン

ゲージメントについては， の法則

のような関係は認められないことが示唆された。
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学部生対象の職業倫理教育の実践的検討（ ）
―対人援助職をめざす授業―
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津田恭充（関西福祉科学大学） 島井哲志（関西福祉科学大学）

キーワード：大学生，対人援助職，職業倫理

問題と目的

本研究では，第 報に引き続き職業倫理教育の

実践事例について取り上げる。対象とした大学で

は，福祉，心理，教育，栄養，医療の対人援助職

養成を行っており，その職業倫理教育は専門的な

学修を進める中で身につけることになる。専門的

な学修は上級学年に進むにしたがって増すが，そ

れに先立ち，初年次教育の一つとして対人援助職

の倫理綱領についての学修を取り入れている。

本研究の目的は，対人援助職の倫理綱領につい

て学修する前後で，職業倫理に関する つの側面，

「職業的規範」「内面化した態度」「行動実践」に

変化が見られるかを検討することである。

方 法

対象者と手続き

初年次教育の演習授業を受講した新入生 名

を対象とした。秋学期の 回の授業内に 回連

続で実施された「対人援助職に求められる倫理的

姿勢の理解」をテーマとした演習授業の初回と

回終了時に 度調査を行った。

授業内容

対人援助職に求められる倫理綱領の作成を通じ

て，対人援助職に求められる倫理的姿勢を理解し，

自己覚知を促す演習授業であった。最初の 回の

授業では，グループワークによって「対人援助職

の倫理綱領」を作成し，その中で示された姿勢を

身につけるための具体的な行動を考える活動を行

った。残る 回の授業では，前の 回の学びを演

習内で発表し，振り返りを行うことで学修成果の

定着を図った。

調査内容

職業倫理に関する 種類の調査を実施した。い

ずれの項目も 件法で回答を求めた。

「心理学の専門家が，対象者・クライエントの

権利と尊厳を守ることは大切だと思う」といった

「職業的規範」に関する 項目。

「私は，自分の周囲の人たちを傷つけず大切に

したい」といった「内面化した態度」に関する

項目。

「私は，自分の周囲の人たちに，気持ちのよい

あいさつをしている」といった「行動実践」に関

する 項目。

結果と考察

種類の調査内容間に得点差が見られるのか，

また， 回の授業実践を通じて，職業倫理に関す

る 種類の調査内容に変化が見られるのかを検討

するために，二要因参加者内分散分析（職業倫理

（ ）×前後（ ））を行った。その結果，職業倫

理と前後にそれぞれ主効果が見られ（職業倫理：

η ；前後：

η ），下位検定（ ）

の結果は，「職業的規範」＞「内面化した態度」

＞「行動実践」， ＜ であった（

）。

種類の職業倫理とその変化

第 報と同様に，内面化した態度や行動実践と

比較して，職業的規範意識は学修以前から高いレ

ベルにあり，規範意識は持ち合わせているが，そ

れを態度や行動で表すことは難しいことが示され

た。一方， 回の授業による学修の効果が示され，

対人援助職の倫理綱領を考え，情報を共有し，倫

理的姿勢を学ぶことによって，職業倫理に対する

態度や行動等は向上することが示唆された。

対人援助職に求められる倫理的姿勢を以後も継

続して保持できているか引き続き検討する必要が

ある。しかし，倫理綱領について考え，倫理的姿

勢を学ぶことによっても職業倫理に対する態度や

行動等が向上したことから，上級学年に進み，実

習等の実践授業を含む専門的な学修が増えること

によって，職業倫理に対する態度や行動等がさら

に向上することを予想させる結果が得られた。
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